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教
育
長
が
、

「
現
在
地
に
つ
い
て
数

年
前
に
専
門
業
者
に
依
頼
し
、
設
計
し

て
み
た
が
、
ば
く
大
な
費
用

が

か

か

る
。
地
形
か
ら
み
て
危
険
性
が
あ
る
。

各
中
学
校
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ

り
、
歩
み
寄
り
で
解
決
し
た
い
。
今
ま

で
の
候
補
地
以
上
の
条
件
提
示
が
あ
れ

ば
、
他
の
地
区
に
諮

っ
て
検
討
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
最
終

的
に
は
行
政
の
判
断
に
お
願
い
し
、
そ

の
節
は
ぜ
ひ
ご
協
力
賜
り
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

◎
四
月
十
六
日
　
津
留
地
区
の
要

請
で
下
見
に
同
行

新
た
な
提
案
が
あ

っ
た
用

地

を

下

見
、

「
立
地
条
件
か
ら
み
る
と
田
園
地

帯
で

一
等
地
で
す
。
前
回
ま
で
の
統
合

推
進
委
員
会
に
提
案
さ
れ
て
い
れ
ば
」

と
案
じ
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
長
が
、

「
今
日
の
提
案
を
他
の

地
区
に
説
明
し
了
承
を
得
る
必
要
が
あ

る
、
努
力
し
て
み
た
い
」
と
述
べ
散
会

し
ま
し
た
。

◎
五
月
十
六
日
　
津
留

一
、

二
区

を
除
く
統
合
推
進
委
員
会
開
催

町
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
事
務
局
か
ら

四
月
三
日
、
四
月
十
六
日
、
津
留
地
区

・一一

早
期
実
現
目
指
す
中
学
校
統
合

と
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

し
、
質
疑
に
入
り
ま
し
た
。
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

過
去
の
統
合
推
進
委
員
会
で
、
津
留

地
区
か
ら

一
度
も
用
地
提
供
の
話
し
は

無
か

っ
た
、
推
進
委
員
会
の
総
意
が
決

定
さ
れ
た
後
に
新
た
な
提
案
を
さ
れ
て

は
困
る
。
町
は
津
留
の
意
見
に
従
う
の

か
、
他
の
地
区
か
ら
用
地
提
供
を
申
し

出
れ
ば
、
町
は
そ
れ
に
も
同
意
す
る
の

か
。
町
は
津
留
地
区
に
対
し
特
に
気
く

ば
り
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
る
。

町
は
き
然
た
る
態
度
で
、
推
進
委
員
会

で
決
定
を
み
た
倉
地
台
地
に
決
め
て
頂

き
た
い
と
出
席
者
ほ
ぼ
全
員
か
ら
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

◎
五
月

二
十
八
日
　
統
合
審
議
会

開
設

当
日
の
会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

統
合
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
る
、
譲
り
合
い

の
気
持
が
大
切
。
子
供
の
教
育
だ
け
で

な
く
、
社
会
教
育
面
も
考
慮
し
、
三
地

区
の
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
場
所

へ
建
設
し

て
は
し
い
。

倉
地
に
決
ま

っ
た
場
合
、
永
野
、
神

原
地
区
な
ど
の
通
学
対
策
は
ど
の
よ
う

野

尻

中

学

校

に
考
え
て
い
る
か
と
の
質
問
に
対
し
、

永
野
な
ど
六
キ
ロ
以
上
の
通
学
区
に
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
輸
送
し
た
い
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

用
地
面
積
は
で
き
る
だ
け
広
く
購
入

願
い
た
い
と
の
意
見
も
出
さ

れ

ま

し

た
。
そ
の
他
論
議
が
続
き
、
最
後
に
議

長
採
決
に
入
り
、
そ
の
結
果
、
賛
成
十

三
、
反
対
三
で
統
合
中
学
校
候
補
地
は

倉
地
台
地
に
決
ま
り
ま
し
た
。

統
合
審
議
会

六
十
二
年
開
校
答
申

◎

五
月
二
十

一
日
　
統
合
審
議
会

長

か
ら
町
長

へ
三
校
統
合
に

つ

い
て
答
申

統
合
審
議
会
と
し
て
慎
重
審
議
の
結

果
次
の
と
お
り
答
中
さ
れ
ま
し
た
Ｇ

記

一
、
野
尻
中
学
校
、
河
原
中
学
校
、
草

部
北
部
中
学
校
の
三
校
を
統
合
し
、

昭
和
六
十
二
年
四
月
開
校
す
る
。

二
、
学
校
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
倉
地

台
地
付
近
と
す
る
。

◎
決
定
事
項
に

つ
い
て
意
見
書
及

び
抗
議
文
が
郵
送

●

河

原

中

学

校

前
記
の
決
定
事
項
に
対
し

、　
津

留

一
、
二
区
か
ら
反
対
の
意
見
書
及
び
抗

議
文
が
町
長
と
教
育
長
に
郵
送
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

◎
町
議
会
で
統
合
関
係
条
例
を
可

決九
月
二
十
四
日
か
ら
第
三
回
定
例
町

議
会
が
開
設
、
慎
重
審
議
さ
れ
前
回
ま

で
反
対
だ

っ
た
議
員

一
人
は
、
全
町
的

立
場
、
教
育
の
将
来
を
憂
慮
さ
れ
賛
成

さ
れ
ま
し
た
。
議
長
採
決
の
結
果
、
十

四
対

一
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

◎
九
月

二
十

五
日
　

議
会

可
決

に

対
す

る
抗
議
文
が
郵
送

野
尻
中
学
校
存
統
並
び
に
新
築
期
成

会
長
名
で
、
町
長
に
議
会
可
決
に
対
す

る
抗
議
文
が
郵
送
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

統
合
中
学
校
の
経
過
に
つ
い
て
説
明

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
町
も
統
合
中
学

校
の
建
設
に
は
精
魂
を
傾
注
し
て
い
ま

す
。
真
実
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の
子
弟
教
育
に
大
局

的
立
場
か
ら
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

草

部

北

部

中

学

校
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本
町
小
、
中
学
校
統
合
問
題
に
関
し
て
は
、
統
合
審
議
会
で
長
年
に
わ
た
り
、
慎
重
な
審
議
と
、
様

々
な
論
議
が
繰
り
返
さ

れ
、
五
十
八
年
二
月
二
十
六
日
、
野
尻
中
学
校
、
河
原
中
学
校
、
車
部
北
部
中
学
校
三
校
統
合
の
可
否
に
つ
い
て
、
統
合
審
議

会

へ
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
中
学
校
教
育
は
小
学
校
Ｌ
異
な
り
、
教
科
担
任
に
よ
る
学
習
と
な
る
た
め
、
生
徒
数
、
学
級
数

が
減
少
し
て
く
る
と
、
県
か
ら
配
当
を
受
け
る
先
生
も
少
な
く
な
り
、
生
徒
た
ち
の
将
来
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
え
ま
す
と
、
誠

に
不
幸
な
こ
と
で
す
。
統
合
審
議
会
で
は
、
こ
の
諮
間
に
対
し
慎
重
審
議
す
る
と
共
に
、
関
係
地
区
住
民
及
び
統
合
推
進
委
員

の
方

々
と
話
し
を
進
め
、
大
方
の
総
意
が
統
合
賛
成
と
な

っ
た
わ
け
で
す
。
去
る
十
月
中
旬
、
各
ご
家
庭
の
新
聞
折
り
込
み
に

「
納
得
出
来
な
い
中
学
校
統
合
――ｌｌ
題
」
と
題
し
た
チ
ラ
シ
が
入

っ
て
い
ま
し
た
。
各
校
区
と
も
中
学
校
を
失
う
心
情
は
同
じ
で

す
。
チ
ラ
シ
に
い
ろ
い
ろ
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
統
合
決
定
に
至

っ
た
真
実
の
経
過
を
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。
反
対
表
示
を
さ
れ
て
い
る
関
係
住
民
の
方

々
も
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

三
校
統
合
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と

で
全
委
員
の
意
見
が

一
致
、
統
合
推
進

の
具
体
策
と
し
て
、
関
係
小
学
校
区
単

位
に
説
明
会
を
開
催
し
、
小
部
落
単
位

に
推
進
委
員
選
出
を
依
頼
す
る
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。

0

今 後 の 生 徒 数 の 推 移
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徒
数
が
減

っ
て
き
ま
し
た
。
中
等
教
育

面
の
教
育
低
下
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
は
、
適
正
規
模
の
学

校
建
設
を
図
り
、
教
育
効
果
を
上
げ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
統

合
が
必
要
で
す
。
統
合
に
際
し
て
は
、

あ
く
ま
で
も
校
区
民
の
総
意

を

尊

重

し
、
全
町
的
立
場
で
円
滑
に
こ
と
を
運

び
た
い
Ｌ
考
え
て
い
ま
す
。

最
大
の
課
題
は
位
置
で
あ
り
、
推
進

委
員
会
で
適
地
の
決
定
を
お
願
い
し
ま

◎
四
十
六
年
九
月
　
学
校
統
合
等

審
議
会
条
例
を
制
定

町
内
の
学
校
統
合
等
を
調
査
審
議
す

る
、
高
森
町
立
小
中
学
校
統
合
等
審
議

会
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

◎

五
十

八
年
十

二
月

一
日
　

統
合

審
議
会
委
員
を
委
嘱

審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
当

っ
て
は
、

従
来
全
町
的
立
場
で
選
任
し
て
き
ま
し

た
が
、
三
校
区
と
限
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
関
係
地
区
の
方
を
主
体
に
選
任
し

円
滑
化
を
図
り
ま
し
た
。
委
嘱
委
員
十

九
人
。

◎
十
二
月
六
日
　
第

一
回
統
合
審

一識
〈
〓

す
。
用
地
而
積
は
四
万
平
方

ソ

程

度

で
、
校
舎
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
教
員

住
宅
な
ど
を
建
設
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
施
設
に
つ
い
て
は
国
の
基
準
が

あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
立
派
な
施

設
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

遠
距
離
通
学
者
に
対
し
て
は
、

ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
二
台
購
入
し
、
民
間
バ
ス

併
用
と
両
面
か
ら
輸
送
計
画
を
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

用
地
は
付
帯
工
事
の
少
な
い
所
、
水

の
確
保
で
き
る
所
を
希
望
し
ま
す
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
、
野
尻
、
車
部
地
区
住
民

全
員
が
使
え
る
よ
う
な
施
設
を
計
画
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
統
合
推
進
委
員
会
の
意
見
の
要
約

位
置
に
つ
い
て
は
、
中
央
、
野
尻
中

現
在
地
、
片
山
、
倉
地
の
候
補
地
名
が

出
ま
し
た
。

津
留

一
、
二
区
代
表
は
野
尻
中
ま
た

は
そ
の
周
辺
希
望
に
終
始
さ
れ
、
他
の

地
区
は
種

々
論
議
が
交
さ
れ

ま

し

た

が
、
倉
地
台
地
付
近
と
い
う
意
見
の

一

致
を
見
ま
し
た
。

四
回
開
い
た
統
合
推
進
会
の
中
で
、

五
十
九
年
九
月
十
八
日
付
け
、
統
合
中

学
に
対
す
る
検
討
資
料
、
六
十
年
二
月

三
日
付
け
、
中
学
校
統
合
位
置
に
つ
い

て
、
津
留

一
、
二
区
か
ら
意
見
書
等
が

◎
五
十
九
年
六
月
　
地
元
座
談
会

を
開
催

▽
六
月
十
五
日
　
午
前
十
時
　
河
原

小
学
校
体
育
館
　
▽
六
月
十
五
日
　
午

後
二
時
　
車
部
北
部
小
学
校
集
会
ネ

▽
六
月
十
六
日
　
午
前
十
時
　
尾
下
小

学
校
集
会
室
　
▽
六
月
十
六
日
　
午
後

二
時
　
野
尻
小
学
校
体
育
館

○
各
校
区
の
意
見
の
集
約

今
後
の
会
合
は
、
地
区
住
民
全
員
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
ｃ
こ
れ
に
つ
い
て
は

統
合
推
進
委
員
会
全
体
会
の
中
で
公
表

し
、
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た

。　
津

留

一
、
二
区
の
方

々
も
統
合
に
は
賛
成
で

あ
る
が
、
位
置
に
つ
い
て
は
、
津
留
地

区
か
ら
譲
り
た
く
な
い
と
の

意

向

で

す
。推

進
委
員
会
の
中
で
も
、
津
留
地
区

の
事
情
は
い
ず
れ
の
地
区
も
同
じ
で
あ

る
、
三
校
の
気
持
良
い
統
合
を
願
い
、

津
留
地
区
と
の
対
話
で
説
得
す
る
よ
う

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
回
の
統
合
推
進
委
員
会
で
は
、

大
詰
め
の
話
し
と
な
り
、
論
議
が
交
わ

さ
れ
、
津
留

一
、
二
区
の
代
表
者
を
除

き
、
他
地
区
は
倉
地
台
地
で

ま

Ｌ

ま

り
、
大
会
議
長
の
発
案
で
、
統
合
推
進

委
員
会
の
意
見
を
得
て
執
行
部

一
任
と

い
う
こ
と
で
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
四
月
三
日
　
津
留
地
区
関
係
者

と
町
長
、
教
育
長
に
よ
る
協
議

会
を
開
催

津
留
地
区
か
ら
は
、
現
野
尻
中
を
主

張
、
歴
史
的
背
景
、
環
境
、
公
共
施
設

設
置
状
況
な
ど
地
域
の
重
要
性
を
述
べ

他
地
区
の
同
調
が
得
ら
れ
な
い
場
合
単

独
校
と
し
て
残
し
て
は
し
い
と
希
望
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
ま
る
の
は
困
難
で
あ
る
、
小
部
落
か

ら
代
表
者
を
選
出
し
て
会
を
進
め
て
は

ど
う
か
。
三
校
統
合
に
つ
い
て
は
中
心

地
が
適
当
。
生
徒
の
通
学
は
親
元
か
ら

が
良
い
、
通
学
対
策
は
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
。
社
会
体
育
は
ど
の
様
に
対

処
す
る
か
。

◎
六
月
二
十
六
日
　
各
駐
在
区
ヘ

統
合
推
進
委
員
推
せ
ん
を
依
頼

関
係
駐
在
区
に
統
合
推
進
委
員

の
推

選
を
依
頼
し
、
八
十
六
人

の
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

◎
八
月
十
日
　
第

一
回
統
合
推
進

委
員
会
（
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー
）

◎
九
月
十
日
　
第

二
回
統
合
推
進

委
員
会
（
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー
）

◎
十

二
月

一
日
　
第
二
回
統
合
推

進
委
員
会

（
野
尻
林
業
セ
ン
タ

ー
）

◎
六
十
年

二
月
五
日
　
第
四
回
統

合
推
進
委
員
会

（
野
尻
林
業

セ

ン
タ
ー
）

○
統
合
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え

過
疎
化
現
象
に
よ
り
、
近
年
児
童
生
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